
あなんカルチャー

開催日　５月３日㈷～５日㈷　
場所　文化会館　視聴覚室および研修室　　　　　　
出品資格　市内在住または出身者および本市と関係の

深い方で阿南市美術協会の会員
※小・中学生は出品することはできません。

作品規格　
日本画　６号から50号までで額装または表装
洋画　８号から50号までで額装  　
書道　聯落以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
写真　半切から全紙まででフスマ張り
彫塑・工芸・デザイン　横1.5ｍ×縦1.5ｍまでで、

展示にふさわしいように仕立てること。
※規格以外の作品は受付・展示はしません。
※額装にはガラスを用いないこと。（工芸の押し花作

品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）
出品点数　１人につき１部門あたり２点まで　　
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて出品

される方と３年以上出品されていない
方は、入会金1,000円が必要）
出品料は１点につき500円　

作品の受付・搬入　４月24日㈰　9:30～12:00
文化会館１階　視聴覚室
※この日以外は受付できません。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 「第55回記念 阿南市美術展」作品募集

陽射しあふれる夢ホールのホワイエ
で土曜の午後のひと時を音楽とお茶
でおくつろぎください。
日時　４月23日㈯　14:00～14:45
場所　夢ホール（文化会館）ホワイエ
出演　山田沙織（ヴィオラ）
　　　小林奏太（チェロ）
　　　丸尾祐嗣（ピアノ）
プログラム　ヴィオラとチェロのための二重奏曲ほか
入場料　500円（ワンドリンク付き）

仲良しチケット（2人以上：1人につき　　
400円）は、前売りのみの取扱い。

　　　　※小学生以下は入場無料
販売場所　文化会館、 平惣書店ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 夢ホール　ホワイエコンサート

お茶の間でおなじみの新喜劇が阿南にやってきます。
大木こだまひびき、矢野・兵動、ゆったり感（阿南市
出身・江崎峰史さん）と、すっちー座長を中心に桑原
和男、吉田ヒロほか、新喜劇メンバーがお笑いと心の
癒しをお届けします。

日程　５月４日㈷
　　　１回目　13:00開演　
　　　２回目　16:00開演　　　　　　　
場所　 市民会館　大ホール
出演
お笑いライブ
（大木こだまひびき、矢野・兵動、あべこうじ、ゆっ

たり感ほか）
新喜劇
（すっちー、桑原和男、吉田ヒロほか）
※都合により出演者が変更になる場合があります。
入場料　全席指定　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円

※当日は500円増し
※５歳以上有料、４歳以下ひざ上無料

チケット販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センタ
ー店、羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、アピカほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■ 週末よしもと　「よしもとがまたまたまた
阿南にやって来るよ！」
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３
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２
回
実
施
。
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テ
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春
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え
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。
４
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５
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５
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友
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え
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だ
さ
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。
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、
活
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５

月
29
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㈰
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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市
内
の
小
学
校
に
通
う
４
年
生
以
上
を
対
象

と
し
て
、
科
学
工
作
を
中
心
に
年
間
12
回
程
度
、

原
則
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に
活
動
し

ま
す
。
高
専
の
先
生
な
ど
を
迎
え
て
の
講
座
や
、

夏
休
み
に
は
市
内
外
の
企
業
の
工
場
見
学
な
ど

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　
30
人
（
希
望
者
多
数
の
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合
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）
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０
０
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５
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知
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す
。
参
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４
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さ
れ
る
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み

く
だ
さ
い
。
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４
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湯
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タ
イ
ト
ル
は「
江
戸
時
代
の
幣
制（
四
）」

と
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、「
阿
波
の
藩
札
」

（
二
）
と
し
た
。
三
回
に
わ
た
っ
て
「
江

戸
時
代
の
幣
制
」
に
つ
い
て
書
い
た
が
質

問
が
あ
っ
た
の
で
、
お
さ
ら
い
を
し
よ
う
。
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貨
幣
鋳
造
権
を
国
家
権
力
の
も
と
独
占

し
て
い
な
い
国
家
は
、
真
の
意
味
に
お
け

る
国
家
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
を
換
言
す

れ
ば
「
造
幣
主
権
」
と
い
う
。

　

中
世
以
降
、
多
く
の
権
力
者
は
こ
の
点

に
意
を
注
い
だ
が
、
実
現
し
た
も
の
は
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
不
完
全

な
が
ら
初
め
て
達
成
し
た
の
が
、
徳
川
家

康
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
幕
府
成
立
直
後
、
実
際
に
は

諸
侯
の
貨
幣
鋳
造
（
発
行
）
を
禁
止
出
来

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
幕
府
は
監
督
・

許
可
の
も
と
に
条
件
付
き
で
統
制
を
強
化

し
続
け
た
。

　

佐
渡
、
石
見
、
生
野
を
始
め
と
す
る
主

要
鉱
山
は
幕
府
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
諸
侯
は
鋳
造
・
発
行
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。

仙
台
通
宝

　

し
か
し
、
幕
府
は
諸
般
の
事
情
に
よ
っ

て
諸
侯
の
鋳
造
・
発
行
を
認
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　

幕
府
成
立
以
前
か
ら
甲
斐
国
に
通
用
し

て
い
た
甲
金
（
甲
州
金
）
あ
る
い
は
天
明

四
（
一
七
八
四
）
年
仙
台
藩
で
発
行
さ
れ

た
「
仙
台
通
宝
」、
文
久
二
（
一
八
六
二
）

年
鹿
児
島
藩
で
発
行
さ
れ
た「
琉
球
通
宝
」

を
認
め
た
。

　

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
四
月
、
幕
府

は
次
の
よ
う
な
お
触
れ
を
出
し
て
い
る
。

　
「
松
平
陸
奥
守
領
分
に
限
り
通
用
の
鋳

造
の
撫な

で

角か
く

、
文
字
仙
台
通
宝
と
い
た
し
、

右
領
内
に
お
い
て
当
辰
年
（
文
化
五
）
よ

り
五
カ
年
間
通
用
を
許
可
す
る
も
の
と
し
、

他
領
に
お
い
て
使
用
す
る
者
は
処
罰
す
る
。

　

仙
台
通
宝
は
粗
悪
、
鉄
銭
に
て
仙
台
領

内
の
み
の
通
用
銭
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
「
寛
永
通
宝
」
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
、

撫
角
と
さ
せ
た
と
あ
る
。
鉄
銭
で
質
が
粗

悪
な
の
で
領
民
も
使
用
を
嫌
が
っ
た
。

　
「
日
本
経
済
史
」（
竹
越
三
叉
著
）に「
一

貫
文
五
匁
五
分
よ
り
五
匁
に
し
て
寛
永
通

宝
の
半
価
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　

領
内
で
も
信
用
が
な
か
っ
た
が
、
他
領

で
も
他
の
銭
と
混
じ
っ
て
通
用
し
た
。
阿

波
で
も
通
用
し
た
形
跡
が
あ
る
。

　
「
浮
世
床
初
篇
」（
式し

き

亭て
い

三
馬
）
に
「
そ

ん
な
ら
言
お
う
か
い
。
又
跡
の
月
の
晦
日

の
晩
、
砂
場
で
貸
し
た
そ
ば
の
代
価
三
十

六
文
、
し
か
も
そ
の
う
ち
角
銭
が
交
っ
た

さ
か
い
、
お
れ
も
男
じ
ゃ
。
そ
り
ゃ
と
る

ま
い
。
差
引
三
十
五
文
の
銭
受
取
る
の
か

い
」
と
あ
る
。

　

特
に
金
沢
、
甲
斐
、
秋
田
、
山
形
、
播

磨
、
因
幡
、
土
佐
、
但
馬
、
石
見
、
佐
渡
、

出
羽
、
福
島
等
に
お
い
て
金
、
銀
貨
が
鋳

造
さ
れ
、
あ
る
い
は
灰
吹
銀
、
灰
吹
金
、

玉
金
と
呼
ば
れ
粗
悪
な
金
、
銀
貨
と
し
て

通
用
し
た
。
丁
銀
に
統
一
さ
れ
た
の
は
、

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
二
）
か
ら
元

禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
七
）
だ
と

い
う
。

（
続
く
）
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